
 

参加費
不要

3月議会の審議結果 （採決が分かれた主なもの）

議案
颯

爽

自

民

市

民

公

明

共

産

無
所
属
A

無
所
属
B

一般会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

A&A*特別会計予算 ○ ○ ○ ○ × ○ ○

使用料、手数料の改定 
（23議案）  

× ○ ○ ○ × × ×

陳情）種苗法改正案に慎
重な議論を求めるもの

○ × × × ○ × ×

※A&A　麻溝台・新磯野第一整備地区土地区画整理事業
※自民、市民、公明の3会派は全ての議案に賛成。颯爽の会は、受益と負担の適正化に
基づき改定する議案に反対（2ページ参照）。詳細は、市議会HPなどをご覧ください。

新年度予算の中身、本村市長の市政運営等、 

関心があるテーマについてお話しませんか？ 

ご希望の日時、場所、テーマを

事務所までご連絡ください。 

お待ちしています！

新型コロナウイルス感染予防のため、 
少人数で行います。

安
倍
首
相
の
一
斉
休
校
要
請
を
受
け
た

突
然
の
休
校
で
、
子
育
て
世
帯
や
雇
用
主
、

学
校
や
児
童
ク
ラ
ブ
等
の
関
係
者
に
動
揺

と
混
乱
が
広
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
感
染

予
防
の
長
期
化
で
市
民
生
活
や
地
域
経

済
に
大
き
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
感
染

以
外
の
リ
ス
ク
も
最
小
限
に
抑
え
る
に

は
、
冷
静
な
情
報
分
析
、
リ
ス
ク
の
洗
い

出
し
と
対
応
策
の
検
討
、
優
先
順
位
づ

け
、
迅
速
で
柔
軟
な
対
応
、
市
民
へ
の
説

明
と
積
極
的
な
情
報
発
信
が
必
要
で
す
。

颯
爽
の
会
で
は
、
準
備
や
説
明
の
暇
も

な
く
休
校
に
し
た
こ
と
、
市
立
施
設
の
一

律
閉
鎖
、
中
小
企
業
へ
の
支
援
策
の
不
足

等
に
対
し
、
問
題
点
を
指
摘
し
、
具
体
的

な
提
案
を
重
ね
て
い
ま
す
。
こ
の
難
局
を

乗
り
越
え
、
来
年
の
桜
を
み
な
さ
ん
と
笑

顔
で
楽
し
め
る
よ
う
、
力
を
尽
く
し
ま
す
。

長
期
化
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

市
民
生
活
と
地
域
経
済
を
守
る
た
め
に

赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
に 

の
も
と
よ
し
み
通
信

第40回　
のもとよしみの議会報告会

６月議会の日程

5月26日（火）  本会議（提案説明）

6月  3日（水）、4日（木） 本会議（代表質問）

  8日（月）～12日（金）  各常任委員会

　  23日（火）～25日（木） 本会議（一般質問）

　  26日（金）  本会議

＊市議会への傍聴にお出かけください。
＊市のホームページから中継や録画もご覧いただけます。

聞かせてください あなたの声

水の苑池にて

新型コロナウイルスの
影響による休業や失業で

生活にお困りの方へ

国からの助成金、生活資
金の貸し付け、市税、国
民保険税、上下水道料金
等の支払い猶予制度があ
ります。ご相談ください。

参照 :市の HP「新型コロナウ
イルス感染症特設ページ」

出張します！
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2
0
2
0
年
度
予
算　

改
革
を
期
待
し
、
賛
成

本
村
市
長
が
初
め
て
編
成
し
た
予
算
は
、

一
般
会
計
3
0
7
2
億
円
、
特
別
会
計

2
0
0
1
億
円
の
計
5
0
7
3
億
円
。
財
政

的
裏
付
け
が
な
い
ま
ま
進
め
ら
れ
て
き
た

数
々
の
大
規
模
事
業
と
新
規
・
拡
充
事
業
を

凍
結
す
る
一
方
で
、
台
風
19
号
被
害
の
復
興

や
麻
溝
台
・
新
磯
野
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
の
問
題
解
決
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
中
長
期

的
な
財
政
推
計
を
公
表
し
、
抜
本
的
な
行
財

政
構
造
改
革
に
取
り
組
む
姿
勢
に
期
待
し
、

予
算
に
賛
成
し
ま
し
た
。

組
織
も
変
わ
り
ま
す
。
総
合
的
に
政
策
を

進
め
る
「
市
長
公
室
」
が
新
設
さ
れ
、
高
齢

と
障
害
の
部
門
を
ま
と
め
た
「
地
域
包
括
ケ

ア
推
進
部
」
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
縦
割
り
行

政
の
弊
害
を
な
く
し
、
市
民
の
暮
ら
し
に
寄

り
添
っ
た
支
援
を
期
待
し
ま
す
。

施
設
利
用
料
等
の
改
定
に
反
対

公
共
の
役
割
を
ふ
ま
え
た
判
断
を

私
た
ち
颯
爽
の
会
は
、「
受
益
者
負
担
の
在

り
方
の
基
本
方
針
」（
平
成
24
年
策
定
）
に
基

づ
き
、
61
施
設
の
使
用

料
等
と
14
の
手
数
料

を
改
定
す
る
議
案
に

反
対
し
ま
し
た
。

中
に
は
、
無
料
だ

っ
た
施
設
や
小
動

物
の
死
体
焼
却
の

有
料
化
、
津
久
井

地
域
の
減
免
規
定
の
廃
止
、
利
用
者
が
減
っ

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
3
年
ご
と
の
値
上

げ
を
機
械
的
に
行
う
も
の
が
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
が
無
料
で
使
っ
て
い
る
ス
ポ
ー

ツ
広
場
や
小
山
公
園
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
広
場

も
有
料
に
。
使
え
な
く
な
る
子
ど
も
や
子
ど

も
の
間
に
「
見
え
な
い
壁
」
が
で
き
る
こ
と

を
懸
念
し
ま
す
。
ま
た
、
行
財
政
構
造
改
革

プ
ラ
ン
で
今
後
ど
う
改
革
し
て
い
く
の
か
を

市
民
に
示
す
前
に
、
改
定
を
決
め
る
こ
と
も

疑
問
で
す
。

居
場
所
や
「
誰
に
も
開
か
れ
た
場
」
を
保

障
す
る
こ
と
は
、
公
共
の
大
切
な
役
割
で
す
。

ま
た
、
公
共
施
設
は
、
市
民
の
交
流
や
憩
い
、

生
き
が
い
や
学
び
、
心
身
の
健
康
増
進
等
の

た
め
、
多
く
の
市
民
に
利
用
し
て
い
た
だ
く

べ
き
で
す
。
公
共
の
役
割
を
ふ
ま
え
た
政
策

的
な
判
断
を
行
う
こ
と
、
公
共
施
設
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
進
め
る
こ
と
、
殺
処
分
ゼ
ロ
に

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
動
物
愛
護
団
体
に

配
慮
す
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。

台
風
19
号
被
害
の

復
旧
・
復
興
に
向
け
て

市
長
を
本
部
長
と
し
た
復
旧
・
復

興
推
進
本
部
で
、
①
被
災
者
の
生
活

再
建
の
支
援
、
②
社
会
イ
ン
フ
ラ
等

の
復
旧
、
③
地
域
経
済
の
復
興
支

援
、
④
災
害
対
応
の
検
証
の
4
つ
の

基
本
方
針
に
基
づ
く
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
４
月
中
に
は
（
仮
称
）

復
旧
・
復
興
ビ
ジ
ョ
ン
を
公
表
し
、
検
証
結

果
の
公
表
時
期
も
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
計
上
さ
れ
た
台
風
19
号
被
害

関
連
の
予
算
は
約
98
億
円
（
昨
年
度
で
約

73
億
円
、
当
初
予
算
で
約
25
億
円
）。
大
規

模
災
害
復
興
法
、
災
害
救
助
法
等
の
適
用
を

受
け
、
国
の
支
援
も
受
け
な
が
ら
、
本
格
的

な
復
興
と
生
活
再
建
支
援
が
進
み
ま
す
。
ま

た
、
今
後
の
災
害
発
生
に
備
え
、
約
17
億
円

が
予
算
化
さ
れ
ま
し
た
。

台
風
被
害
か
ら
の
復
興
途
上
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
影
響
が
重
な
り
、
津

久
井
地
域
の
住
民
や
事
業
者
の
今
後
が
大
変

懸
念
さ
れ
ま
す
。
一
日
も
早
く
安
心
な
生
活

と
活
気
を
取

り
戻
せ
る
よ

う
、
地
域
の

実
態
や
個
々

の
事
情
に
合

っ
た
き
め
細
や
か
な
支
援
を
求
め
て
い
き
ま

す
。市

民
協
働
推
進
担
当
職
員　

配
置
へ

多
様
化
、
複
雑
化
す
る
地
域
課
題
や
社
会

的
課
題
を
解
決
し
、
暮
ら
し
や
す
く
、
魅
力

的
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、

市
民
と
職
員
の
協
働
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
地

域
の
核
と
な
る
自
治
会
は
、
年
々
加
入
率
が

下
が
っ
て
い
ま
す（
平
成
30
年
度
は
5
4
%
）。

ま
た
、
市
民
と
市
の
双
方
か
ら
提
案
で
き
る

「
市
民
協
働
提
案
制
度
」
は
、
残
念
な
が
ら

活
発
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
自
治
会
、
市
民
団

体
や
大
学
、
民
間
事
業
者
等
、
多
様
な
主
体

と
協
働
す
る
土
壌
作
り
が
急
が
れ
ま
す
。

職
員
の
意
識
を
高
め
る
た
め
、
今
年
度
か

ら
各
部
に
（
仮
称
）
協
働
推
進
担
当
職
員
が

配
置
さ
れ
ま
す
。
市
民
協
働
が
進
む
こ
と
を

期
待
し
ま
す
。

3
月
議
会
報
告　

代
表
質
問

市
民
文
教
委
員
会

相模湖地区底沢



不登校者数（小）
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0.7

増
え
続
け
る
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち　

多
様
な
学
び
の
選
択
肢
を

本
市
の
30
年
度
の
不
登
校
者
数
は
、
児
童

生
徒
を
合
わ
せ
て
1
0
8
0
人
（
小
学
校

2
4
7
人
、
中
学
校
8
3
3
人
）。
そ
の
割

合
は
、
年
々
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
文
部
科

学
省
は
、
昨
年
10
月
、「
不
登
校
児
童
生
徒
へ

の
支
援
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
と
い
う
通
知

を
出
し
、
登
校
の
み
を
目
標
に
せ
ず
、
子
ど

も
が
自
ら
の
進
路
を
主
体
的
に
捉
え
て
、
社

会
的
に
自
立
す
る
こ
と
を
支
援
す
る
よ
う
求

め
て
い
ま
す
。

全
国
で
は
、
公
立
で
も
特
色
の
あ
る
学
校

が
誕
生
し
て
い
ま
す
。
一
斉
型
授
業
で
は
な

く
、
主
体
的
な
学

び
を
大
切
に
す
る

「
イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教

育
」*
を
実
践
す
る
学

校
、
グ
ル
ー
バ
ル
人
材
の
育

成
を
め
ざ
す
全
寮
制
の
中
高
一
貫

校
等
で
す
。
本
市
で
も
、
子
ど
も
の
特
性
に

合
わ
せ
て
学
校
の
学
習
環
境
を
工
夫
す
る
こ

と
、
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
や
夜
間
中
学
、
日
本

語
学
校
等
と
連
携
し
、
多
様
な
学
び
の
場
を

保
障
す
る
こ
と
、
学
校
の
再
編
や
新
設
を
検

討
し
、
適
正
な
学
校
規
模
と
地
域
活
性
化
、

特
色
を
生
か
し
た
学
び
の
場
の
創
設
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。
子
ど
も
の

生
き
る
力
を
育
み
、
興
味
関
心
に
応
じ
て
力

を
伸
ば
せ
る
よ
う
、
選
択
で
き
る
環
境
を
整

え
た
い
も
の
で
す
。

課
題
の
多
い
Gギ

ガ

I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想

こ
れ
は
、「
全
て
の
児
童
生
徒
が
1
人
1

台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
う
環
境
を
4
年

間
で
整
備
す
る
」
と
い
う
国
の
構
想
で
す
。

本
市
も
補
助
金
を
活
用
し
、
校
内
L
A
N
と

電
源
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
全
校
に
整
備
し
、
そ

の
後
3
年
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
（
約
5
万
台
）

を
そ
ろ
え
ま
す
。
今
年
度
の
整
備
費
は
約

13
億
7
0
0
0
万
円
。
市
の
負
担
は
2
割
ほ

ど
で
す
が
、
維
持
管
理
に
は
毎
年
約

7
3
0
0
万
円
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
に
補
助
は
あ
り
ま
す
が
、

更
新
は
不
透
明
で
す
。
教
材
や
指
導
す
る
人

材
に
係
る
経
費
も
補
助
対
象
外
。
財
政
負
担

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
情
報
や

デ
ー
タ
を
扱
う
力
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出

す
力
を
「
1
人
1
台
の
環
境
」
で
ど
う
育
て

る
の
か
、
理
解
度
や
興

味
関
心
に
合
わ
せ
た
個

別
の
学
び
に
ど
う
活
か

す
の
か
、
国
の
支
援
と

学
び
の
中
身
を
注
視

し
て
い
き
ま
す
。

学
校
で
の
事
故　

再
発
防
止
の
徹
底
を

平
成
27
年
に
体
育
の
授
業
中
に
起
き
た
事

故
の
和
解
に
つ
い
て
審
議
中
、
再
発
防
止
の

通
知
が
出
さ
れ
た
の
は
今
年
3
月
で
あ
る
こ

と
、
通
知
に
あ
る
「
学
校
安
全
の
手
引
き
」

は
、
一
部
を
除
き
、
平
成
15
年
に
作
成
し
た

当
時
の
ま
ま
と
判
明
。
速
や
か
な
対
応
と
手

引
き
の
見
直
し
を
要
請
し
ま
し
た
。

学
校
施
設
を
計
画
的
に
長
寿
命
化

建
設
か
ら
60
年
で
建
て
替
え
を
考
え
て
い

た
学
校
施
設
で
す
が
、
目
標
使
用
年
数
を
80

年
と
し
て
整
備
サ
イ
ク
ル
を
見
直
し
、
校
舎
、

体
育
館
、
武
道
場
を
計
画
的
に
整
備
す
る
た

め
、「
学
校
施
設
長
寿
命
化
計
画
」
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。
対
象
は
計
4
7
1
棟
で
、
計
画

期
間
は
今
年
度
か
ら
20
年
間
で
す
。

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
議
会
で
予
算
を
認

め
ら
れ
て
い
た
5
つ
の
体
育
館
（
千
木
良
小
、

大
沢
中
、
内
郷
中
を
含
む
）
の
改
修
が
見
送

ら
れ
、
校
舎
の
改
修
が
優
先
さ
れ
ま
す
。
今

年
度
の
対
象
校
は
、
小
学
校
４
校
、
中
学
校

6
校
で
す
（
緑
区
内
で
は
宮
上
小
、
久
沢
小
、

旭
中
、
相
原
中
）。
体
育
館
の
改
修
は
、

2
0
2
5
年
以
降
に
な
る
予
定
で
す
。

藤
野
北
小　

2
学
期
か
ら
仮
校
舎
へ

台
風
19
号
で
運
動
場
に
面
し
た
山
が
崩
れ
、

児
童
の
み
な
さ
ん
は
、
一
時
的
に
ふ
る
さ
と

自
然
体
験
教
室
「
や
ま
せ
み
」
で
学
習
中
。

2
学
期
か
ら
は
、
佐
野
川
公
民
館
の
隣
に
建

て
た
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
（
リ
ー
ス
契
約
）
で
授

業
が
行
わ
れ
ま
す
。
山
の
斜
面
の
工
事
は
、

来
年
度
中
に
は
完
了
の
予
定
で
す
。
移
転
中

も
充
実
し
た
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
十

分
な
配
慮
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

*イ
エ
ナ
プ
ラ
ン
教
育　

ド
イ
ツ
で
提
唱
さ
れ
、
オ

ラ
ン
ダ
で
発
展
・
普
及
。
ひ
と
り
ひ
と
り
の
発
達

や
個
性
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
異
年
齢
グ
ル
ー
プ

な
ど
、
多
様
な
生
徒
が
協
働
し
て
学
ん
で
い
く
の

が
特
徴
。
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のもとよしみ 相模原市議会議員

みなさんとつくる市民の交流のページです。ここからいろいろなつながりが生まれ、誰もがいきいきと暮らせ
るまちになることを願っています。知ってほしい地域活動、ユニークな人物の紹介、耳寄りな情報、イベント案内、

おすすめの本、市政へのご意見やご質問、のもとよしみへの要望や調査依頼など、どしどしお寄せください！

実
現
し
ま
し
た
！

鳥
獣
被
害
に
関
す
る
窓
口　

一
本
化
へ

市
営
上
九
沢
団
地

第
4
工
区
建
設
中
止 

土
地
活
用
へ

藤
野
小
、
藤
野
南
小

児
童
ク
ラ
ブ
4
年
生
ま
で
に

ク
マ
に
サ
ル
、
イ
ノ
シ
シ
、
シ
カ
、

ハ
ク
ビ
シ
ン
・
・
・
。
動
物
の
種
類

に
よ
っ
て
担
当
課
が
分
か
れ
、
迅
速

な
対
応
に
も
課
題
が
あ
っ
た
鳥
獣

被
害
対
策
。
窓
口
を
一
本
化
す
る

よ
う
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
4

月
か
ら
、
緑
区
役
所
区
政
策
課
（
鳥

獣
対
策
担
当
）が
窓
口
に
な
り
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
城
山
、
津
久
井
、
相
模

湖
、
藤
野
の
各
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
で
も
対
応
し
ま
す
。
市
民
に
わ

か
り
や
す
く
、
頼
り
に
な
る
市
役
所

へ
。
一
歩
前
進
で
す
！　

緑
区
役
所
区
政
策
課

（
鳥
獣
対
策
担
当
）

☎
0
4
2
ー
7
7
5
ー
8
8
5
2

平
成
14
年
度
に
建
設
を
凍
結
し

な
が
ら
活
用
せ
ず
、
草
刈
だ
け
を

行
な
っ
て
い
た
約
9
0
0
0
㎡
の

土
地
。
速
や
か
に
有
効
活
用
を
図

る
よ
う
求
め
て
き
ま
し
た
が
、
よ

う
や
く
建
設
中
止
の
判
断
が
下
さ

れ
、
土
地
活
用
の
検
討
が
始
ま
り

ま
す
。
市
有
地
は
市
民
の
財
産
。

こ
れ
か
ら
も
コ
ス
ト
意
識
を
し
っ

か
り
持
つ
よ
う
求
め
て
い
き
ま
す
。

緑
区
で
は
桂
北
小
に
続
き
、
3

校
で
実
現
。
引
き
続
き
、
拡
充
を

求
め
て
い
き
ま
す
。

子どもたちを事故から守るために祝表彰！ くすのき広場のみなさん

ボランティア団体「子どもの育ち応援団」のみなさんは、月
４回、市営上九沢団地の集会所で「くすのき広場」を開き、こ
どもの居場所やこども食堂、学習支援などを行っていらっしゃ
います。開設から6年、その功績が認められ、2019年度「内閣
府特命担当大臣表彰（子
供・若者育成支援部門）」
を受賞されました。おめ
でとうございます！朝食
の提供や多世代交流を
意識した地域コミュニテ
ィづくりにも貢献。あた
たかい見守りと地域のつ
ながりが生まれています。

「予防できる事故で、大きな障害を負ったり、命を失ったりする子どもを一
人でも減らしたい。」そんな思いを抱く地方議員が集まり、「子どもの事故予防
地方議員連盟」で活動しています。「第1回子どもの傷害予防全国ネットワーク

会議」（2/29）では、事故予防に取り組む市民団体、技術者、医師等の報告と

ともに、同議連の活動報告も行われました。

重大事故は、毎年同じ様に起こっています。今年の節分でも、松江市の認定

こども園で、園児（4才）が豆を喉に詰まら

せ、亡くなりました。再発防止のため、包

装袋に「4歳未満の子どもには、豆は食べさ

せないでください」と掲載してもらえるよ
う、NPO法人Safe Kids Japanと議連の連

名で、業界団体に要望書を送りました。今

後も子どもの事故防止のため、多様な方々

と連携しながら取り組みます。市長室前にて（3/10）
幼児の視界を体験できる 
「チャイルドビジョン」

「ふじのLOVE」～未来へひかりを～
（3/1～4/7）

45周年事業で「緑のラブレターを灯すプロジェクト」を企画した藤野商工会青年部のみなさん。
台風19号の被災現場では、ボランティア活動に汗を流し、この事業も作者の高橋政行さん、藤野電
力を始め、地域の方々の協力を得ながら、大変なご苦労の末、優しい光を灯してくださいました。
学校が始まるまではと点灯期間も延長。生まれた絆が新たなまちおこしにつながるよう期待します。

届け！「芸術のまち藤野」から愛のメッセージ

ベストショットベストショット今号の

市民の声　 

  届
けました！

イノシシで崩された
法面（藤野地区名倉）

台風19号で被災
境川フェンス
（城山地区町屋）


